
授業科目 単位（時間）

科目目標

教育方法 担当者

講義 金子

馬原

講義 重

演習

講義 馬原

演習

講義 三浦

演習

講義 陣内

講義 金子

講義 陣内

講義 陣内

演習

講義

演習

講義 陣内

演習

講義 陣内

講義 陣内

演習

講義 三浦

演習

講義 陣内

演習

　２）指導技術　①看護における教育・指導とは 4

分野 開講年次 講師名

専門分野 基礎看護技術Ⅰ ２（９０） 1年前期～後期

金子裕美・外部講師
馬原小夜里・三浦久美
陣内裕子
重美代子（実務経験あり）

看護実践に必要な基本技術・日常生活援助技術・診療時援助技術を理解し、習得す
る。
スキンケアについて学ぶ。

時間

2

講義

１．看護技術とは

２．看護記録

３．看護の共通技術

　１）コミュニケーションの技術

　　　看護におけるコミュニケーション

2

　４）安全管理の技術　　看護における安全
　　　安楽のための技術

4

2

４．終末期における援助

５．日常生活援助技術

　１）環境を整える技術：病室環境の調整

　　　　　　　　②指導技術の基本、指導の進め方

　３）感染予防のための技術感染予防対策の基本

　　（演習：感染予防、手洗い、ガウンテクニック）

4

　１）呼吸・循環を整える技術
　　　呼吸の管理（吸引、酸素吸入、人工呼吸法）
　　　　　　　　　　　（演習：吸入、吸引）

　２）創傷管理技術　創傷の治癒過程
　　　　　　　　　　　（演習：創傷処置）

　２）食生活と栄養摂取の援助技術
　　（食生活の基本的援助、食事援助、経管栄養法）
　　　　　　　　　(演習：胃管チューブ挿入)
　３）排泄の援助技術
　　　（排便障害と援助、排尿障害と援助、
　　　　ストーマと援助）
　　　　　　　　（演習：浣腸・導尿）

　４）活動・休息の援助技術（姿勢・体位の保持、
　　　体位変換、移動）（不眠、休息への援助）
　　　　　　　　（演習：ボディメカニクス）

　５）清潔・衣生活の援助技術（清拭、洗髪、部分浴）
　　　（病衣の条件、寝衣交換）

4

8

　３）与薬・輸血の技術
　　（薬物療法と看護、与薬の種類、各種与薬の援助法）
　　　　　　（演習：皮下注射、筋肉内注射、
　　　　　　　　　点滴静脈内注射・直腸内与薬）

６．診療に伴う援助技術

馬原
三浦

授業内容

4

8

2

14

2

6

12



講義
演習

陣内

講義 外部講師

演習

試験・まとめ １年担任

テキスト/参
考書/視聴覚
/その他の教
材

成績評価の
方　法

　備　考

系統別看護学講座　専門分野　基礎看護技術Ⅰ　（医学書院）
系統別看護学講座　専門分野　基礎看護技術Ⅱ　（医学書院）
看護技術べーシックス　医学芸術社　看護技術プラクティス　学研
写真でわかる　実習で使える看護技術　　インターメディカ

筆記試験 (2回)、演習レポート、出席状況などから総合的に100点で評価する。

4

4

授業内容

4　４）検査に伴う看護技術
　　　排泄物・体液・組織の検査　生体検査
　　　　　　　　　　　　　(演習：　採血）

７．スキンケア　　創傷の処置と看護、褥瘡ケア、
　　ストーマケア（演習含む）

８．試験・まとめ


